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国内学会発表 61 渡邉瑞也, 抗⾎栓療法中の脳出⾎発症例の検討．STROKE2019, 神奈川, 2019年3⽉23⽇

国内学会発表 62 ⼭本拓史, 脳神経外科疾患の急性期栄養管理〜Recovery Journeyに基づく栄養療法の実践〜．⽇本脳神経外科学会第78回学術総会(ランチョンセミナー), ⼤阪, 2019年10
⽉10⽇

国内学会発表 63 渡邉瑞也, 慢性硬膜下⾎腫とサルコペニアとの関連性．⽇本脳神経外科学会第78回学術総会, ⼤阪, 2019年10⽉10⽇

国内学会発表 64 上野英明, DOAC時代の⾮外傷性脳出⾎の登録研究．⽇本脳神経外科学会第78回学術総会, ⼤阪, 2019年10⽉10⽇

国内学会発表 65 ⼭本拓史, 内視鏡下⾎腫除去術の有効性と包括的⼿術適応の構築．⽇本脳神経外科学会第78回学術総会, ⼤阪, 2019年10⽉11⽇

国内学会発表 66 ⼭本拓史, 内視鏡下⾎腫除去術の標準化のための⼿技の⼯夫．第26回⼀般社団法⼈⽇本神経内視鏡学会(シンポジウム), 神奈川, 2019年11⽉7⽇

国内学会発表 67 ⼭本拓史, 内視鏡下⾎腫除去術における合併症回避のためのOn-The-Job Trainingの実践．第26回⼀般社団法⼈⽇本神経内視鏡学会(ブラッシュアップセミナー), 神奈川,
2019年11⽉8⽇

⽥中⾥美、正岡⿓、柳原康穂、⼩熊響⼦、伊藤早紀、⼩林徹、村瀬佳⼦、⽮⽥昌太郎、⾦⽥容秀、⽥中利隆.　⾎友病保因者の妊娠・分娩管理の⼀例、⽇本⼈類遺伝学会第
64回⼤会、⻑崎、2019.11.8

⽥中利隆、⽥中⾥美、正岡⿓、川⽥美⾥、⼩熊響⼦、⼩林徹、松澤奈々、村瀬佳⼦、⽮⽥昌太郎、⾦⽥容秀、宮林和紀、⼤川夏紀、寒⽵正⼈.　胎児期に低フォスファターゼ症周
産期重症型を強く疑いカウンセリングを⾏い出⽣直後より酵素補充療法を開始した1例、⽇本⼈類遺伝学会第64回⼤会、⻑崎、2019.11.9

松澤奈々、⽥中利隆、⼩熊響⼦、柳原康穂、⼩林徹、伊藤早紀、村瀬佳⼦、⽮⽥昌太郎、⽥中⾥美、⾦⽥容秀、三橋直樹.　当院における妊娠36〜37週で出産となった前置胎
盤症例の児の呼吸障害発症率、第55回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会、松本、2019.7.13

⼩熊響⼦、⽥中⾥美、松澤奈々、柳原康穂、伊藤早紀、⼩林徹、村瀬佳⼦、⽮⽥昌太郎、⾦⽥容秀、⽥中利隆、三橋直樹.　帝王切開術後創部に壊疽性膿⽪症を発症した⼀
例、第55回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会、松本、2019.7.13

正岡⿓、⽮⽥昌太郎、川⽥美⾥、⼩熊響⼦、⼩林徹、松澤奈々、村瀬佳⼦、⽥中⾥美、⾦⽥容秀、⽥中利隆.　切開排膿後に敗⾎症を⽣じたバルトリン腺膿瘍の⼀例、令和元年
度静岡県産婦⼈科学会秋季学術集会、静岡、2019.11.17

川⽥美⾥、⽥中利隆.　妊娠中に問題となる感染症の取り扱い、第42回静岡県東部周産期研究会、静岡、2019.12.12

柳原康穂、⽥中利隆.　胎児⾻系統疾患の診断・管理、第41回静岡県東部周産期研究会、静岡、2019.7.26

⽥中⾥美、正岡⿓、⼩熊響⼦、柳原康穂、伊藤早紀、⼩林徹、松澤奈々、村瀬佳⼦、⽮⽥昌太郎、⾦⽥容秀、⽥中利隆.　タナトフォリック⾻異形成症の分娩時対応、第138回関
東連合産科婦⼈科学会総会・学術集会、前橋、2019.10.20

⾦⽥容秀、五⼗嵐優⼦、正岡⿓、柳原康穂、⼩熊響⼦、伊藤早紀、⼩林徹、村瀬佳⼦、⽮⽥昌太郎、⽥中⾥美、⽥中利隆.　当院におけるAYA世代と医原的閉経となった婦⼈科
腫瘍の検討、第34回⽇本⼥性医学学会学術集会、福岡、2019.11.2
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国内学会発表 86 鈴⽊建宏､⼤林治､⽥沼明.　後⾻間神経⿇痺を呈した⼈⼯⾻頭置換術後の1症例　第67回静岡⼿外科･ﾏｲｸﾛｻ-ｼﾞｬﾘ-研究会　静岡　2019年8⽉3⽇

志村有永､神⽥章男､諸橋達､⼤林治.　⾼度寛⾻⾅形成不全に対して偏⼼性寛⾻⾅回転⾻切り術を施⾏した1例　第191回静岡県整形外科医会　集談会　静岡､2019年3⽉
16⽇
神⽥章男､⼤林治､最上敦彦､諸橋達.　体位で⾻盤傾斜が変化する症例の⼈⼯股関節全置換術-HipAlignを⽤いた正確なｶｯﾌﾟ設置-　第191回静岡県整形外科医会　集談会
静岡､2019年3⽉16⽇

守屋秀⼀､最上敦彦､諸橋達､神⽥章男､⼤林治､⾦⼦和夫.　上腕⾻近位端3ﾊﾟ-ﾄ､4ﾊﾟ-ﾄ⾻折に対する治療成績　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019年6⽉28⽇-29⽇

⻄嶋智⼦､⼤林治､最上敦彦､諸橋達､神⽥章男､⽷井陽､守屋秀⼀､⾦⼦和夫.　恥⾻⾻折の膀胱穿通をきたした⾻盤⾻折の1例　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019年6⽉
28⽇-29⽇

波多江⽂俊､神⽥章男､最上敦彦､⼤林治､⾦⼦和夫.　⼤腿⾻頸部⾻折をきたした21ﾄﾐｿﾘ-(ﾀﾞｳﾝ症)の1例　第192回静岡県整形外科医会集談会　静岡　2019年6⽉20⽇

⼤林治､⼤⾕慧、⻄嶋智⼦、神⽥章男、⽷井陽、諸橋達、最上敦彦.　外傷後ｽﾜﾝﾈｯｸ変形を呈した3例　第67回静岡⼿外科･ﾏｲｸﾛｻ-ｼﾞｬﾘ-研究会　静岡　2019年8⽉3⽇

⻄嶋智⼦､最上敦彦､⼤林治､市原理司.　橈⾻宣異端⾻折に対すInitialの使⽤経験　第67回静岡⼿外科･ﾏｲｸﾛｻ-ｼﾞｬﾘ-研究会　静岡　2019年8⽉3⽇

神⽥章男.　術前術後の⾻盤傾斜変化がﾎﾟ-ﾀﾌﾞﾙﾅﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑを⽤いた寛⾻⾅ｶｯﾌﾟ設置に与える影響　第92回⽇本整形外科学会学術集会　神奈川2019年5⽉9⽇-12⽇

諸橋達.　股関節関節感染症例の鑑別におけるα-ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝ検出ｷｯﾄ:ｼﾉﾊﾞｼｭｱの有⽤性　第92回⽇本整形外科学会学術集会　神奈川2019年5⽉9⽇-12⽇

守屋秀⼀、東村潤、⼤林治、⾦⼦和夫.　第5中⾜⾻⾻端症(lselin病)の2例　第11回⽇本関節鏡･膝・ｽﾎﾟ-ﾂ整形外科学会　北海道　2019年6⽉13⽇-1５⽇

⼩畑宏介､内藤聖⼈､⾦⼦彩夏､後藤賢司､杉⼭陽⼀､名倉奈々､⾺場智規､最上敦彦､岩瀬嘉志､⾦⼦和夫.　背側転位型橈⾻遠位端⾻折における掌尺側⼩⾻⽚の有無による治
療成績の⽐較　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019年6⽉28⽇-29⽇
内藤聖⼈､名倉奈々､杉⼭陽⼀､⼩畑宏介､後藤賢司､⾦⼦彩夏､⾺場智規､岩瀬嘉志､最上敦彦､⾦⼦和夫.　⼩児橈⾻遠位1/3⾻幹部⾻折に対する鋼線連結創外固定を⽤いた
治療経験　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019年6⽉28⽇-29⽇

神⽥章男.　前⽅ｱﾌﾟﾛ-ﾁで⾏った⼈⼯関節全置換術の術後筋量計測　第49回⽇本⼈⼯関節学会､東京､2019年2⽉15⽇-16⽇

諸橋達.　ｼｮ-ﾄｽﾃﾑFitmoreの使⽤経験〜術中⾻折及び術後⼤腿部痛症例に関する考察〜　第49回⽇本⼈⼯関節学会､東京､2019年2⽉16⽇

神⽥章男.　ﾎﾟ-ﾀﾌﾞﾙﾅﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝHipAlignを⽤いた仰臥位⼈⼯関節置全置換術　第3回静岡県東部整形外科難治性感染症研究会､静岡､2019年3⽉6⽇

最上敦彦.　ﾌｯｸﾋﾟﾝﾈｲﾙを⽤いた⼤腿⾻転⼦部⾻折治療〜ｶﾌﾞﾄﾑｼは昆⾍の王様〜　NPO法⼈⽇本脆弱性⾻折ﾈｯﾄﾜ-ｸ学術集会､福島､2019年3⽉8⽇

最上敦彦.　⼈⼯膝関節(TKA)周囲⼤腿⾻⾻折に対する逆⾏性髄内釘固定〜その適応と限界〜　第32回⽇本創外固定･⾻延⻑学会､秋⽥､2019年3⽉1⽇-2⽇

⽷井陽､佐々恵太､⽟川翔太、⼤林治､廣瀨友彦､伊坂陽､⽞奉学､河野裕､杉⽥誠.　⾻粗鬆症性椎体⾻折の疼痛持続例の早期CT像-受傷1ヶ⽉の疼痛残存の早期ｽｸﾘ-ﾆﾝｸﾞに
はMRIよりCTが有⽤-　第191回静岡県整形外科医会　集談会　静岡､2019年3⽉16⽇
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諸橋達.　DTOOにおける髄内固定の試み　第44回⽇本⾜の外科学会学術集会　北海道　2019年9⽉26⽇-27⽇

上原弘久､守屋秀⼀､最上敦彦､⾦⼦和夫.　ｽﾎﾟ-ﾂ選⼿の鎖⾻⾻折に対する前⽅/上⽅ﾌﾟﾚ-ﾄの成績⽐較　第6回⽇本肩関節学会学術集会　⻑野　2019年10⽉25⽇-26⽇

⽷井陽､⽟川翔太､志村有永､⼤林治.　｢牽引⽣脊髄損傷｣による頚髄損傷の1例　第54回⽇本脊髄障害医学会　秋⽥　2019年10⽉31⽇-11⽉1⽇

志村有永､⽷井陽､⽟川翔太､⼤林治.　頚椎後⽅除圧術後⿇酔の⾎腫除去後に⾼圧酸素療法を併⽤し改善を得た1例　第54回⽇本脊髄障害医学会　秋⽥　2019年10⽉31
⽇-11⽉1⽇
寺本樹⾥､神⽥章男､⽔野洋佑､諸橋達､最上敦彦､⼤林治.　ﾍﾟﾙﾃｽ様扁平⾻頭に対する⼤腿⾻⾻切併⽤偏⼼性寛⾻⾅回転⾻切り術　第193回静岡整形外科医会集談会　静
岡　2019年11⽉9⽇

⻄村周､⽷井陽､⽟川翔太､志村有永､⼤林治.　腰椎椎間板ﾍﾙﾆｱと脊髄終始症候群を経時的に発症した1例　第193回静岡整形外科医会集談会　静岡　2019年11⽉9⽇

諸橋達､神⽥章男､最上敦彦､岩瀬秀明､錦野匠⼀､⾦⼦和夫.　股関節⾻膜⾻腫症に対して股関節鏡で摘出した1例　第46回⽇本股関節学会学術集会　宮崎　2019年10⽉
25⽇-26⽇

最上敦彦.　寛⾻⾅⾻折に対する治療戦略　第46回⽇本股関節学会学術集会　宮崎　2019年10⽉25⽇-26⽇

⽔野洋佑､神⽥章男､寺本樹⾥､⽊原航､諸橋達､神⽥章男､⼤林治.　外傷性股関節症に対する⼈⼯股関節全置換術の成績　第193回静岡整形外科医会集談会　静岡　2019
年11⽉9⽇

諸橋達.　寛⾻⾅⾻切り術の4症例　第14回お茶の⽔Hip　JOINT　ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ　東京　2019年7⽉20⽇

和⽥　英樹、⼟肥　智貴、宮内　克⼰、⽵内　充裕、⾼橋　徳仁、遠藤　裕久、荻⽥　学、諏訪　哲、代⽥　浩之.　冠動脈疾患を有する患者における⾎清アルブミン値と⻑期予後の
関連についての検討　第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会・東京都・2019/1/12
和⽥ 英樹, ⼟肥 智貴, 諏訪 哲, 宮内 克⼰, 代⽥ 浩之.　好中球リンパ球数⽐と安定狭⼼症患者の⻑期予後についての検討　第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集
会・東京都・2019/1/12
堂垂 ⼤志, 坪井 秀太, 荻⽥ 学, ⽵内 充裕, ⾼橋 徳仁, 園⽥ 健⼈, 和⽥ 英樹, ⼟肥 智貴, 諏訪 哲, 宮内 克⼰, 代⽥ 浩之.　当院における急性冠症候群の臨床的特徴と⻑
期予後に関する検討　第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会・東京都・2019/1/12

守屋秀⼀､最上敦彦､⾦⼦和夫.　ﾃ-ﾌﾟ縫合⽷を⽤いた鏡視下⾻孔法により腱板修復術の⼩経験　第6回⽇本肩関節学会学術集会　⻑野　2019年10⽉25⽇-26⽇

鶴上浩規､守屋秀⼀､上原弘久､波多江⽂俊､最上敦彦､⾦⼦和夫.　上腕⾻⾻幹部⾻折に対するRIｱﾌﾟﾛ-ﾁが術後可動域に与える影響　第6回⽇本肩関節学会学術集会　⻑野
2019年10⽉25⽇-26⽇

志村有永､⽷井陽､⽟川翔太､⼤林治.　頚椎後⽅除圧術後⿇酔の⾎腫除去後に⾼圧酸素療法を併⽤し改善を得た1例　第44回静岡整形外科脊椎研究会　静岡　2019年9⽉
27⽇
⽟川翔太､⽷井陽､志村有永､⼤林治.　外傷から半年後に遅発性⿇痺を来した強直性脊髄障害を伴う胸椎椎体⾻折の1例　第44回静岡整形外科脊椎研究会　静岡　2019年9
⽉27⽇

寺本樹⾥､⽷井陽､⽟川翔太､⼤林治.　頚椎脱⾅の⾃然整復に椎⾻動脈のｺｲﾘﾝｸﾞを⾏った1例　第44回静岡整形外科脊椎研究会　静岡　2019年9⽉27⽇

神⽥章男､最上敦彦､諸橋達､⾦⼦和夫.　ﾃ-ﾊﾟ-型ｼｮ-ﾄｽﾃﾑOptimysのｽﾃﾑｱﾗｲﾒﾝﾄ別による⾻反応　第46回⽇本股関節学会学術集会　宮崎　2019年10⽉25⽇-26⽇

⼩池教⽂､⼩林敦郎､神⽥章男､諸橋達、最上敦彦.　変形性股関節症における⼤患筋断⾯積と⾃覚的脚⻑差の関係性　第46回⽇本股関節学会学術集会　宮崎　2019年10⽉
25⽇-26⽇
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期予後に関する検討　第67回⽇本⼼臓病学会学術集会・愛知・2019/9/13-15
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Nishio R, Wada H, Dohi T, Takeuchi M, Takahashi N, Endo H, Ogita M, Iwata H, Kasai T, Okazaki S, Isoda K, Suwa S, Miyauchi K, Daida H.
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⽵内　充裕、和⽥　英樹、諏訪　哲.　Door to Balloon timeの短縮　TOPIC 2019・東京・2019/7/11-13

和⽥　英樹、諏訪　哲.　右冠動脈起始異常のためDioを⽤いてローターブレータを使⽤し治療を⾏った⾼度⽯灰化病変の⼀例　TOPIC 2019・東京・2019/7/11-13
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対して緊急⼿術を施⾏した症例のqSOFA, SIRS, Criteriaと予後の検討　東京、新宿NKビル　第23回エンドトキシン⾎症救急救命研究会　2019.1.25
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治療成績と⾎清乳酸値の検討　宮城、仙台国際センター　第55回⽇本腹部救急医学学会総会　2019.3.7

国内学会発表 135 ⼩泉明博、村井勇太、⼭本陸、加藤永記、徳⽥智史、櫻庭駿介、氷室貴規、朝倉孝延、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、佐藤浩⼀.　当院で下⾎症例に対する
抗凝固剤の影響　宮城、仙台国際センター　第55回⽇本腹部救急医学学会総会　2019.3.7

国内学会発表 136 ⼩泉明博、村井勇太、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、徳⽥智史、櫻庭駿介、朝倉孝延、氷室貴規、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、佐藤浩⼀.　術後⼤動脈リ
ンパ節転移を認め、リンパ節切除を⾏った⾷道癌の1例　静岡、静岡市産学交流センター　第74回静岡県癌治療研究会　2019,3.30
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折⽥創、岡本千⾹⼦、⽥中和成、李賢喆、⼩林敏之、⼩泉明博、村井勇太、加藤永記、⼭本陸、上⽥脩平、櫻庭駿介、徳⽥智史、⽔⼝このみ、宗像慎也、清⽔秀穂、櫛⽥知
志、櫻⽥睦、前川博、和⽥了、城⽯俊彦、佐藤浩⼀.　ガスダミンDノックアウトマウスを⽤いた⼤腸がんモデルマウスにおける、脂肪酸合成酵素阻害による抗腫瘍効果、薬物動態について
第 119 回⽇本外科学会総会　⼤阪国際会議場　2019.4.18

吉村智⼦, 平澤祐輔, ⻑⾕川敏男, 池⽥志斈.　右外陰部に⽣じた顆粒細胞腫の1例. 第83回⽇本⽪膚科学会東京・東部⽀部合同学術⼤会, 東京, 2019年11⽉16⽇

影嶋優⾹⼦, ⽊蜜徹, 住吉泰⼦, 野⼝篤, ⻑⾕川敏男.　帝王切開⼿術創に壊疽性膿⽪症を⽣じた1例. 第118回⽇本⽪膚科学会総会, 名古屋, 2019年6⽉6⽇

住吉泰⼦, 野⼝篤, ⻑⾕川敏男.　エリスリトールによりアナフィラキシーを呈した1例. 第124回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会, 静岡, 2019年6⽉23⽇

松⽥晃徳, 野⼝篤, 野々垣⾹織, 温井勇希, ⾼橋美帆, ⻑⾕川敏男.　右⼿背に⽣じたMycobacterium marinum感染症の1例。第125回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会, 三島,
2019年10⽉27⽇
温井勇希, 野⼝篤, 松⽥晃徳, 野々垣⾹織, ⻑⾕川敏男.　著明な液状変性と付属器細胞浸潤を認めたBlaschkitisの1例. 第125回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会, 三島, 2019
年10⽉27⽇

Kim J, Hasegawa T, Wada A, Maeda Y, Ikeda S.　Effects of adipose-derived stem cells differentiated into keratinocyte-like cells on wound healing. The
44th Annual Meeting of the Japanese Society for Investigative Dermatology, Aomori, 2019年11⽉8⽇

影嶋優⾹⼦, ⽊蜜徹, 住吉泰⼦, 野⼝篤, ⻑⾕川敏男.　卵巣癌を合併した抗TIF1-γ抗体陽性⽪膚筋炎の1例. 第123回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会, 浜松, 2019年1⽉30
⽇

住吉泰⼦, 野⼝篤, ⻑⾕川敏男.　炎症性線状疣贅状表⽪⺟斑の1例. 第123回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会, 浜松, 2019年1⽉30⽇

⾼橋美帆, 平澤祐輔, ⻑⾕川敏男, 池⽥志斈, 末原義之.　両上肢に異時多発した脂肪⾁腫の1例. ⽇本⽪膚科学会第882回東京地⽅会, 東京, 2019年1⽉19⽇

Yamanashi H, Boeglin WE, Morisseau C, Davis RW, Sulikowski GA, Hammock BD, Brash AR, Hasegawa T, Ikeda S.　Hypothesis of a role for EH3 and
she in skin barrier function. 第118回⽇本⽪膚科学会総会, 名古屋, 2019年6⽉6⽇
⾦宗訓, ⻑⾕川敏男, 前⽥佑⼀郎, 平澤祐輔, ⼟橋⼈⼠, ⼩川尊資, 込⼭悦⼦, ⻑坂晃朗, 三浦直⼈, 池⽥志斈.　各種疾患の静脈変化評価における指静脈認証技術の応⽤可
能性　第2段. 第118回⽇本⽪膚科学会総会, 名古屋, 2019年6⽉6⽇
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国内学会発表 140 村井勇太、櫻庭駿介、⼩泉明博、加藤永記、⼭本陸、上⽥脩平、徳⽥智史、朝倉孝延、折⽥創、櫻⽥睦、櫛⽥知志、前川博、⽥中顕⼀郎、佐藤浩⼀.　S状結腸憩室炎による⼦
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国内学会発表 142 徳⽥智史、村井勇太、⼩泉明博、加藤永記、⼭本陸、上⽥脩平、櫻庭駿介、氷室貴規、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、佐藤浩⼀.　膵頭⼗⼆指腸切除を施
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国内学会発表 149 前川博.　膵癌組織のCHFR遺伝⼦のメチル化と病理組織因⼦の関連についての検討　グランドプリンス新⾼輪　第74回⽇本消化器外科学会総会　2019,7,19

国内学会発表 150 安藤美沙、⽥中顕⼀郎、⼩泉明博、村井勇太、加藤永記、⼭本陸、上⽥脩平、櫻庭駿介、徳⽥智史、氷室貴規、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、前川博、佐
藤浩⼀、齋藤光江.　男性乳癌の⼀例　名古屋コンベンションホール　第16回⽇本乳癌学会中部地⽅会　2019,8.31

国内学会発表 151 ⼭本陸、安藤美沙、⼩泉明博、村井勇太、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、徳⽥智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、和⽥了、佐藤
浩⼀.　⿏径部⼦宮内膜症を合併した成⼈Nuck管⽔腫の１例　静岡商⼯会議所4F、401・402会議室　静岡県外科医会第241回集談会　2019,8.31

国内学会発表 152 ⼩泉明博、村井勇太、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、徳⽥智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、和⽥了、佐藤浩⼀.　回
腸脂肪腫による成⼈腸重積症の1例　静岡商⼯会議所4F、401・402会議室　静岡県外科医会第241回集談会　2019,8.31



国内学会発表 153
村井勇太、安藤美沙、⼩泉明博、加藤永記、⼭本陸、上⽥脩平、櫻庭駿介、徳⽥智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛⽥知志、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、佐藤浩⼀.　メシル酸イ
マチニブによるNeoadjuvant Therapyにて完全切除し得た直腸GISTの１例　静岡市産学交流センターB-nest “プレゼンテーションルーム“6F　第75回静岡県癌治療研究会
2019.9.14

国内学会発表 154 徳⽥智史.　膵頭⼗⼆指腸切除前の減⻩処置の⽐較　マリンメッセ福岡1Fアリーナ　⽇本癌治療学会　2019.10.24

国内学会発表 155 ⽥中顕⼀郎, 安藤 美沙, ⼩泉 明博, 村井 勇太, 加藤 永記, ⼭本 陸, 上⽥ 脩平, 櫻庭 駿介, 徳⽥ 智史, 朝倉 孝延, 櫛⽥ 知志, 折⽥ 創, 櫻⽥ 睦, 前川 博, 佐藤 浩⼀.
当院におけるアベマシクリブの使⽤経験　ホテル⽇航⾼知旭ロイヤル2F　第81回⽇本臨床外科学会総会　2019.11.14

国内学会発表 156 上⽥脩平、安藤美沙、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、櫻庭駿介、徳⽥智史、朝倉孝延、伊藤智彰、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥睦、⽥中顕⼀郎、前川博、佐藤浩⼀.
⼗⼆指腸下⾏脚の表在性⾮乳頭腫瘍に対して腹腔鏡内視鏡合同⼿術を施⾏しえた1例　ホテル⽇航⾼知旭ロイヤル2F　第81回⽇本臨床外科学会総会　2019.11.14

国内学会発表 157 朝倉孝延、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、徳⽥智史、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛⽥知志、折⽥創、櫻⽥陸、⽥中顕⼀郎、前川博、佐藤浩⼀.　NOMIに対し
て広範囲⼩腸切除を施⾏し、術後短腸症をきたした1例　ホテル⽇航⾼知旭ロイヤル2F　第81回⽇本臨床外科学会　2019.11.16

国内学会発表 158

国内学会発表 159

国内学会発表 160

国内学会発表 161

国内学会発表 162

国内学会発表 163

国内学会発表 164

国内学会発表 165

国内学会発表 166

国内学会発表 167

国内学会発表 168

国内学会発表 169

国内学会発表 170

深江俊愛、草野晋平、秋本智史、⻄崎淑美、仲川真由、⼭崎晋、⻫藤暢知、池⽥奈帆、⼤川夏紀、春名英典、久⽥研、⽥久保憲⾏、寒⽵正⼈、清⽔俊明　胎児甲状腺腫を呈し
たバセドウ病⺟体児の3例　⽇本⼩児科学会 2019.4.20. ⾦沢

寒⽵正⼈、清⽔俊明　NICUにおけるストレスは児のグルココルチコイドレセプター遺伝⼦のメチル化を誘導する　⽇本⼩児科学会　2019.4.20 ⾦沢

⼭崎晋、⻫藤暢知、⼭⽥啓迪、⾺場洋介、⼤川夏紀、⼯藤孝広、寒⽵正⼈、⼤塚宣⼀、清⽔俊明　新⽣児期のヒストン脱アセチル化酵素阻害能と酪酸の関係　⽇本⼩児科学会
2019.4.20 ⾦沢
東海林宏道、渡邊晶⼦、淡路敦⼦、細澤⿇⾥⼦、池⽥奈帆、⼤川夏紀、⻄崎直⼈、久⽥研、寒⽵正⼈、⼤⽇⽅薫、清⽔俊明　⼦宮内発育不全が在胎30週未満出⽣児における
6歳までの⾝体計測SD値に及ぼす影響　⽇本⼩児科学会　2019.4.20 ⾦沢
松⽥明奈、⻄⼭樹、徳島⾹央⾥、中道伸彰、加護裕久、粟⽥健太郎、宮林和紀、⻫藤暢知、池⽥奈帆、⼤川夏紀、寒⽵正⼈、東海林宏道、清⽔俊明　新⽣児低体温療法を要
した児におけるプロバイオティクス使⽤の効果についての検討　⽇本⼩児科学会　2019.4.20 ⾦沢
神⼭恵⾥佳、⻫藤暢知、徳島⾹央⾥、⻄⼭樹、中道伸彰、加護裕久、松⽥明奈、宮林和紀、池⽥奈帆、⼤川夏紀、寒⽵正⼈　タンデムマススクリーニングを契機に発⾒されたメチル
マロン酸⾎症の1例　⽇本⼩児科学会　2019.4.20 ⾦沢
村野弥⽣、東海林宏道、渡邊晶⼦、池⽥奈帆、⼤川夏紀、⻄崎直⼈、久⽥研、寒⽵正⼈、清⽔俊明　在胎28週以下で出⽣した児における3歳までのBMIに影響する因⼦について
の検討(NRNJ10年まとめ事業)　⽇本周産期・新⽣児医学会　2019.7.14. 松本
⼭崎晋、⻫藤暢知、横倉友諒　⼤川夏紀、東海林宏道、寒⽵正⼈、清⽔俊明　新⽣児のヒストン脱アセチル化酵素阻害能の特徴とFOXP3発現の関係　⽇本周産期・新⽣児医学
会　2019.7.14. 松本
粟⽥健太郎、⼤川夏紀、池⽥奈帆、東海林宏道、寒⽵正⼈、福本弘⼆、漆原直⼈、清⽔俊明　右肺分画症に気管⽀⾷道ろうを合併した気管⽀肺前腸奇形の1⼥児例　⽇本周産
期・新⽣児医学会　2019.7.14. 松本
五⼗嵐健康、中野玲⼆、⼤⽊茂、寒⽵正⼈　⼩さく⽣まれた⾚ちゃんとその家族に対する⽀援　2冊のリトルベビーハンドブック作成としの拡がり　⽇本周産期・新⽣児医学会
2019.7.14. 松本
乃⽊⽥正俊、⾺場洋介、徳島⾹央⾥、中道伸彰、宮林和紀、⽥所愛⼸、有井直⼈、寒⽵正⼈　当科で経験した過去3年間における⼩児死亡症例の検討　⽇本⼩児科学会　静岡
地⽅会　2019.3.3. 静岡
柏⽊項介、阿部華⼦、森下俊真、粟⽥健太郎、加護裕久、池⽥奈帆、⼤川夏紀、寒⽵正⼈　診断に苦慮した新⽣児⾎⼩板減少症の1例　⽇本⼩児科学会静岡地⽅会
2019.3.3. 静岡

宮林和紀、⾺場洋介、森下俊真、⻄⼭樹、⼤川夏紀、有井直⼈、寒⽵正⼈、清⽔俊明　早産・低出⽣体重児における⾷物アレルギー発症に関する検討　⽇本⼩児科学:
2019.4.20. ⾦沢
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⼟⾄⽥宏, 太⽥俊彦、「帯状⾓膜変性症に対するキレート剤併⽤⾓膜切除後にみられた合併症の 検討」、第 39 回⽇本眼薬理学会、名古屋市、2019年9⽉14⽇

⾺場洋介, 宮林和紀, 横倉友諒, ⼭⽥啓迪　⼭崎晋, 寒⽵正⼈, 清⽔俊明.　⼩児アトピー性⽪膚炎における⾎清中IL-33の検討　第43回⽇本⼩児⽪膚科学会学術⼤会, 埼⽟,
2019.7.21

  ⾺場洋介, ⿃海俊, 宮林和紀, 横倉友諒, 寒⽵正⼈⼩児アレルギー疾患におけるIL-33とIL-1RL1/ST2第76回東海⼩児アレルギー談話会, 愛知, 2019.10.20

⼟⾄⽥宏、「輸⼊⾓膜を⽤いた DMEK ⽤ドナー⾓膜作成の試み」、第42回⽇本眼科⼿術学会学術総会、横浜市、2019年2⽉1⽇

⼟⾄⽥宏、「⽕⼭灰によるヒト⾓膜への影響」、第 62 回⽇本コンタクトレンズ学会総会、京都市、2019年7⽉6⽇

清⽔　芳男、林　陽⼦、若林　啓⼀、原　⼀彰、富野　康⽇⼰、鈴⽊　祐介．伊⾖半島における慢性腎臓病患者の背景. 第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学術集会。2019年
1⽉12⽇．都市センターホテル
原⼀彰、若林啓⼀、橋本彩、桑澤雅⼦、清⽔芳男、鈴⽊祐介. 多臓器不全と⾎球貧⾷症候群を来たし、成⼈発症Still病が疑われた⼀例. 第64回⽇本透析医学会学術集会・総
会. 横浜. 2019年6⽉28⽇-30⽇

若林啓⼀、原⼀彰、明樂⿇⾐⼦、清⽔芳男、鈴⽊祐介. 好酸球増多症を伴った透析困難症の⼀例. 第64回⽇本透析医学会学術集会・総会, 横浜. 2019年6⽉28⽇-30⽇

若林啓⼀、原⼀彰、岩﨑裕幸、岸⽥千晶、清⽔芳男、鈴⽊祐介. ネフローゼ症候群を伴うクリオグロブリン腎症の⼀例. 第49回⽇本腎臓学会東部学術⼤会. 東京.  2019年10⽉4
⽇-5⽇

⼟⾄⽥宏, 松崎有修, 東千晶, 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 林雄介, 杉⽥丈夫, 太⽥俊彦、「過去 3 年間における⼊院を要した⾓膜潰瘍の検討」、第 73 回⽇本臨床眼科
学会、京都市、2019年10⽉24⽇

⿃海俊、⾺場洋介、宮林和紀、⼭⽥啓迪、⽶⼭俊之、横倉友諒、⼭崎晋、寒⽵正⼈、清⽔俊明　病態・バイオマーカー　乳児アトピー性⽪膚炎の病態と⾎清IL-33の検討　⽇本⼩
児アレルギー学会　2019.11.3. 幕張
⾺場洋介、宮林和紀、⼭⽥啓迪、⽶⼭俊之、横倉友諒、⼭崎晋、寒⽵正⼈、清⽔俊明　下気道感染症に合併した喘鳴の臨床像と、その後の乳幼児喘息発症に関する検討　⽇本
⼩児アレルギー学会　2019.11.3. 幕張
横倉友諒、⾺場洋介、宮林和紀、⼭⽥啓迪、⽶⼭俊之、⼭崎晋、寒⽵正⼈、清⽔俊明　鶏卵導⼊前に感作を認めた児の、鶏卵導⼊に関する検討　⽇本⼩児アレルギー学会
2019.11.3. 幕張
⾺場洋介、宮林和紀、横倉友諒、寒⽵正⼈、清⽔俊明　喘鳴を呈した下気道感染症急性期における臨床像と、その後の乳幼児喘息発症に関する検討　⽇本⼩児感染症学会
2019.10.27. 旭川
徳島⾹央⾥、⾺場洋介、乃⽊⽥正俊、中道伸彰、横倉友諒、有井直⼈、寒⽵正⼈　当科⼊院症例における気管⽀喘息急性増悪時の全⾝ステロイド薬投与の現状　⽇本⼩児科学
会静岡地⽅会　2019.6.2 静岡

寒⽵正⼈、有井直⼈、⼤川夏紀、⾺場洋介、宮林和紀、桐野衛⼆　⼩児精神疾患のエピジェネティックな観点からみた考察　⽇本⼩児科学会静岡地⽅会　2019.6.2 静岡

加護裕久、⼤川夏紀、柏⽊項介、阿部華⼦、森下俊真、粟⽥健太郎、宮林和紀、漆原直⼈、寒⽵正⼈　気管⽀肺前腸奇形の1⼥児例　気管⽀⾷道ろうを合併した肺分画症　⽇
本⼩児科学会静岡地⽅会　2019.6.2 静岡
⼤川夏紀、⻫藤雪⾹、粟⽥健太郎、宮林和紀、池⽥奈帆、東海林宏道、寒⽵正⼈、清⽔俊明　当院における早産児動脈管開存症に対するイブプロフェン製剤の使⽤状況　⽇本新
⽣児成育医学会　2019.11.26. ⿅児島
笠井悠⾥葉、久⽥研、⻫藤暢知、幾瀬圭、岩崎友弘、⼤川夏紀、⻄崎直⼈、寒⽵正⼈、⼤⽇⽅薫、清⽔俊明　低出⽣体重児における抗菌薬適正使⽤　関連3施設での検討　⽇
本新⽣児成育医学会　2019.11.26. ⿅児島
⻫藤雪⾹、池⽥奈帆、粟⽥健太郎、⼤川夏紀、東海林宏道、寒⽵正⼈、清⽔俊明　診断に時間を要した新⽣児⾎⼩板減少症の1例　⽇本新⽣児成育医学会　2019.11.26. ⿅
児島
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国内学会発表 195 ⼤沼徹，⾺場元，桐野衛⼆，⼋⽥耕太郎，鈴⽊利⼈，新井平伊.　順天堂⼤学における精神疾患の包括的研究組織　第115回⽇本精神神経学会学術総会, 新潟, 2019年
6⽉20-22⽇

国内学会発表 196 桐野衛⼆，⽥中昌司，福⽥⿇由⼦，稲⾒理絵，新井平伊，井上令⼀.　統合失調症の⽪質線条体ネットワークのrs-fMRI・脳波同時計測を⽤いた検討 第⼆報. 第22回⽇本薬
物脳波学会学術集会, 東京 2019年7⽉19⽇
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区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 柳川洋⼀　⽇本災害医学会が考えるCBRNE対応について　富⼠⼭南東消防署　2019.2.4

特別講演・
招待講演 2 柳川洋⼀　ドクターヘリの最新の知⾒　三島市医師会　2019.2.4

特別講演・
招待講演 3 柳川洋⼀　救急医療に関する最新治験　循環器疾患フォーラム　2019.2.18

特別講演・
招待講演 4 柳川洋⼀　賀茂地域から救急⾞両で搬送された傷病者の現状　伊⾖縦貫⾃動⾞道建設促進　2019.8.2

特別講演・
招待講演 5 柳川洋⼀　現場救護所の活動について　⽥⽅ＭＣ研修会　2019.10.21

特別講演・
招待講演 6 柳川洋⼀　⽇本における災害医療の現状と問題点　沼津医師会　2019.11.13

特別講演・
招待講演 7 柳川洋⼀　オリンピック開催時に必要な知識、技術、医療体制について　2019.11.18

特別講演・
招待講演 8

⾅井千恵，稲⾒理絵，⽥中昌司，桐野衛⼆，井上令⼀.　安静時fMRIを⽤いた線維筋痛症患者に対する⾳楽効果の検討　第22回⽇本薬物脳波学会学術集会, 東京 2019
年7⽉19⽇

射場敏明. 敗⾎症DICの発⽣機序に関する最近の話題とその対策. 第46回⽇本集中治療医学会学術集会. 京都国際会議場. 2019.3.2

射場敏明. 国際⾎栓⽌⾎学会の敗⾎症性DIC診療に対するアプローチ. 第41回⽇本⾎栓⽌⾎学会学術集会. 三重県総合⽂化センター. 2019.6.21

射場敏明. 不断前進、敗⾎症診療シンポジウム総括. 第47回⽇本救急医学会学術集会. 東京国際フォーラム. 2019.10.4

渡邊和信、教育⼯学に基づいた災害看護教育プログラムの開発〜BCPに沿った減災・防災のための災害看護の⼀考察〜、⽇本災害看護学会第21回年次⼤会、⽇本⾚⼗字北海道
看護⼤学、2019年9⽉5⽇-6⽇

岸⽥　千晶、若林　啓⼀、岩崎　裕幸、原　⼀彰、清⽔　芳男．関節リウマチ治療中にリンパ節腫脹がみられ、ネフローゼ症候群が続発した⼀例．第59回静岡腎セミナー．静岡．
2019年9⽉7⽇

岩﨑裕幸、清⽔芳男、若林啓⼀、原⼀彰、岸⽥千晶、鈴⽊祐介. 多発性リンパ節腫⼤と腎機能障害を呈したIgG4関連腎臓病の⼀例. 第49回⽇本腎臓学会東部学術⼤会. 東
京．2019年10⽉4⽇-5⽇
肥後　雅秀、清⽔　芳男、若林　啓⼀、中野　岳彦、丹原　圭⼀.　 ⼸部⼤動脈⼿術時における低体温循環停⽌法（DHCA）の腎機能への影響．第30回⽇本急性⾎液浄化学
会学術総会．浜松．2019年10⽉26⽇
岸⽥　千晶、岩崎　裕幸、若林　啓⼀、清⽔　芳男．内頸静脈エコー下穿刺による⾎流確保の試み－カテーテル感染の防⽌．第54回静岡県腎不全研究会．静岡．2019年10⽉
6⽇

⽥中利隆、不育症について考える、第32回静岡県⺟性衛⽣学会学術集会、静岡、2019.9.8



特別講演・
招待講演 9 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える〜, 臨床から⾒えてきた ⽕の国脳卒中カンファレンス Stroke conference 合同特別講演会, 熊本, 2019年

2⽉20⽇
特別講演・
招待講演 10 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える〜, 循環器疾患懇話会, 静岡, 2019年2⽉28⽇

特別講演・
招待講演 11 ⼭本拓史, 脳神経外科領域におけるAMPA受容体拮抗薬の可能性とてんかん診療, 【第⼀報】てんかんClinical Conference Seminar in 志太榛原, 静岡, 2019年3⽉13⽇

特別講演・
招待講演 12 ⼭本拓史, ⽇常診療に役⽴つ抗てんかん薬の使い⽅, てんかんWebセミナー〜シームレスなてんかん診療の実現に向けて〜, 静岡, 2019年3⽉18⽇

特別講演・
招待講演 13 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える〜, 循環器医療連携セミナー, 愛知, 2019年4⽉4⽇

特別講演・
招待講演 14 ⼭本拓史, ⽇常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ〜当院におけるペランパネルの使⽤経験と可能性〜, <第⼀報>フィコンパⓇインターネットライブセミナー, 静岡, 2019年4⽉17

⽇
特別講演・
招待講演 15 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える〜, ⾼齢者のトータルケアを考える会, 佐賀, 2019年4⽉23⽇

特別講演・
招待講演 16 ⼭本拓史, ⾮弁膜症性⼼房細動による⼼原性脳塞栓症の最新の知⾒と出⾎性合併症へ対応, ⽥⽅医師会学術講演会, 静岡, 2019年5⽉16⽇

特別講演・
招待講演 17 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える〜, 第162回学術集談会, 京都, 2019年5⽉25⽇

特別講演・
招待講演 18 ⼭本拓史, 脳卒中Up to Date, 伊東市医師会学術講演会, 静岡, 2019年5⽉31⽇

特別講演・
招待講演 19 ⼭本拓史, 多発性脳動脈瘤に対する⼿術⼿技, 第26回静岡脳神経外科ビデオシンポジウム, 静岡, 2019年6⽉8⽇

特別講演・
招待講演 20 ⼭本拓史, 抗⾎栓療法時の頭蓋内出⾎〜DOAC時代の出⾎性合併症の傾向と対策, Neuro Café 2019, 静岡, 2019年6⽉12⽇

特別講演・
招待講演 21 ⼭本拓史, 重症患者への早期経腸栄養の重要性, 松⼭⾚⼗字病院NSTセミナー, 愛媛, 2019年6⽉17⽇

特別講演・
招待講演 22 ⼭本拓史, 早期回復に向けた脳卒中症例における経腸栄養, 静岡県東部NSTフォーラム, 静岡, 2019年6⽉18⽇

特別講演・
招待講演 23 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える, 第71回千葉神経外科研究会, 千葉, 2019年7⽉5⽇

特別講演・
招待講演 24 ⼭本拓史, ⾼齢化時代の⼼原性脳塞栓症〜脳卒中⼆次予防を考える〜, 第4回上⼩地域脳卒中治療研究会, ⻑野, 2019年8⽉23⽇

特別講演・
招待講演 25 ⼭本拓史, ⽇常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ〜ペランパネルの使⽤経験と可能性〜, ⾮専⾨医のためのてんかん診療セミナー, 福島, 2019年8⽉26⽇

特別講演・
招待講演 26 ⼭本拓史, ⽇常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ〜当院におけるペランパネルの使⽤経験と可能性〜, いわきてんかんセミナー, 福島, 2019年9⽉9⽇

特別講演・
招待講演 27 ⼭本拓史, 急性症候性発作と脳卒中後てんかんのマネージメント, 三重脳卒中医療連携カンファランス, 三重, 2019年11⽉11⽇

特別講演・
招待講演 28 ⼭本拓史, 脳卒中2次予防と脳卒中関連てんかんへの対応, 東海エリア抗⾎栓療法WEBセミナー, 2019年11⽉19⽇



特別講演・
招待講演 29 ⼭本拓史, 脳卒中UP TO DATE, 川崎学術講演会, 神奈川, 2019年12⽉2⽇

特別講演・
招待講演 30 ⼭本拓史, ⽇常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ〜ペランパネルの使⽤経験と可能性〜, てんかんを考える会in川⼝, 埼⽟, 2019年12⽉12⽇

特別講演・
招待講演 31 ⼭本拓史, 脳関連疾患に伴うてんかんへの早期治療介⼊の意義〜基礎・臨床から⾒えてきたペランパネルの可能性〜, フィコンパ　インターネットライブセミナー〜急性期病院で遭遇する

「発作」〜,  静岡, 2019年12⽉18⽇
特別講演・
招待講演 32

特別講演・
招待講演 33

特別講演・
招待講演 34 Orita H.　Johns Hopkins and Juntendo University Surgical Collaboration, 2019 Nov. 18-19 MISTIC Lectures

特別講演・
招待講演 35 徳⽥智史.　講演「消化器癌の化学療法を中⼼とした治療戦略についての講演」　静岡、⼤鵬薬品⼯業、沼津出張所　2019.7.25

特別講演・
招待講演 36 ⽥中顕⼀郎.　講演「第5回静岡県東部乳癌懇話会」　静岡、沼津リバーサイドホテル　2019.7.26

特別講演・
招待講演 37 徳⽥智史.　講演「治療に迷う右側結腸癌」Session3「⼤腸癌Expert Meeting」　静岡、三島プラザホテル　2019.9.5

特別講演・
招待講演 38

特別講演・
招待講演 39

特別講演・
招待講演 40

特別講演・
招待講演 41

特別講演・
招待講演 42

特別講演・
招待講演 43

特別講演・
招待講演 44

特別講演・
招待講演 45

特別講演・
招待講演 46

特別講演・
招待講演 47 桐野衛⼆.　成⼈⾃閉症スペクトラム障害患者におけるfunctional connectivityのrs-fMRIおよびDKI を⽤いた検討.　第49回⽇本臨床神経⽣理学会学術集会　シンポジウム1　精

神疾患の神経⽣理学2019年11⽉28⽇

⼟⾄⽥宏、「結膜断端部反転縫合法の応⽤と評価. 翼状⽚⼿術を極める」、 第42回⽇本眼科⼿術学会学術総会、横浜市、2019年2⽉3⽇

⼟⾄⽥宏、「治療的・虹彩付きレンズ, コンタクトレンズの新たな可能性をさぐる」、第 62回⽇本コンタ クトレンズ学会総会、京都市、2019年7⽉6⽇

⼟⾄⽥宏、「障害者総合⽀援法と円錐⾓膜、SJS に対する希少疾患⽤医療機器・輪部⽀持型 HCL 処⽅の留意点, ［CL ⽩熱教室 2019︓処⽅の基礎と応⽤］」,コンタクトレン
ズ講習会、第 62 回⽇本コ ンタクトレンズ学会総会、京都市、2019年7⽉7⽇

⼟⾄⽥宏、「CL 世代別処⽅のコツ、⼈⽣ 100 年時代を⾒据えた屈折矯正」、 第73回⽇本臨床眼科学会、京都府、2019年10⽉24⽇

⾺場洋介, ⾷物アレルギーの管理と外来診療, 第1回伊⾖⼩児総合診療研究会,静岡, 2019.6.29

⾺場洋介, ⼩児難治喘息の管理, 重症喘息治療フォーラムin静岡，静岡, 2019.8.28

⾺場洋介, 当科における⼩児重症気管⽀喘息の管理と転機について, ⼩児重症喘息講演会，静岡, 2019.9.3

Hasegawa T　The potential of adipose-derived stem cells (ADSCs) for skin regenerative medicine. The 11th Juntendo University in collaborateon with
18th annual conference at Mae Fah Luang University, Bangkok, 2019年9⽉14⽇

寒⽵正⼈　第８回⽇本DOHaD学会　ランチョンセミナー　SGA児におけるエピゲノム解析　2019/8/9 コングレススクエア⽇本橋

寒⽵正⼈　SGA児のエピゲノム解析　IGF1とグルココルチコイドレセプター　JCRファーマ株式会社学術講演会in名古屋2019/11/8 名古屋

⻑⾕川敏男　近⾚外光を⽤いた指静脈の解析. 第31回⽇本レーザー治療学会　シンポジウム「光治療の未来への展望」 東京, 2019年6⽉23⽇



特別講演・
招待講演 48

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 ⼤森⼀彦　インストラクター　JATEC　国⽴国際医療センター　2019.1.12

その他
（広報活動を含む）

2 柳川洋⼀　CMD　JPTEC　第84回静岡県外傷セミナー　2019.1.27

その他
（広報活動を含む）

3 ⼤森⼀彦　講義︓病態別応急処置「出⾎」「アナフィラキシー」　静岡県消防学校　2019.1.30

その他
（広報活動を含む）

4 柳川洋⼀　ディレクター　御殿場ICLS　2019.1.30

その他
（広報活動を含む）

5 柳川洋⼀　インストラクター　DMAT技能維持訓練　2019.2.7

その他
（広報活動を含む）

6 柳川洋⼀　テロ対策訓練　⼤仁警察主催　修善寺駅　2019.2.15

その他
（広報活動を含む）

7 柳川洋⼀　講義︓災害医療　静岡県消防学校　2019.2.18

その他
（広報活動を含む）

8 柳川洋⼀︓ディレクター、⼤坂裕通︓アシスタントインストラクター　JMECC/ICLS コース　2019.3.30

その他
（広報活動を含む）

9 柳川洋⼀　講義︓外傷の基礎　順天堂⼤学　2019.4.11

その他
（広報活動を含む）

10 柳川洋⼀　講義︓頭部外傷　防衛医科⼤学校　2019.6.24

その他
（広報活動を含む）

11 柳川洋⼀　ディレクター　TSA ICLS コース　2019.6.26

その他
（広報活動を含む）

12 柳川洋⼀　インストラクター　DMAT技能維持訓練　2019.7.14-15

その他
（広報活動を含む）

13 柳川洋⼀　インストラクター　順天堂⼤学保健看護学部　ICLS　2019.7.28

その他
（広報活動を含む）

14 柳川洋⼀　夏季訓練検証官　駿東伊⾖消防本部第2⽅⾯　2019.8.2

その他
（広報活動を含む）

15 柳川洋⼀　講義︓頭部・脊椎の外傷・疾病、脳死、移植　防衛医科⼤学校　2019.8.23

その他
（広報活動を含む）

16 柳川洋⼀　内閣府防災訓練　2019.9.6

その他
（広報活動を含む）

17 柳川洋⼀　講義︓⽣命徴候　順天堂⼤学　2019.9.11

その他
（広報活動を含む）

18 柳川洋⼀　コースコーディネーター　順天堂⼤学 JATEC　2019.9.14

桐野衛⼆.　統合失調症の脳内ネットワーク異常のrs-fMRI・脳波同時計測を⽤いた検討.　第49回⽇本臨床神経⽣理学会学術集会　シンポジウム14　精神医学と神経⽣理学的
ニューロイメージング　2019年11⽉29⽇



その他
（広報活動を含む）

19 ⽇域佳、柳川洋⼀　訓練︓オリンピックテストイベント　伊⾖ベロドローム　2019.10.7

その他
（広報活動を含む）

20 柳川洋⼀　ディレクター　東伊⾖JPTEC　2019.10.28

その他
（広報活動を含む）

21 柳川洋⼀　インストラクター　DMAT隊員養成研修　2019.10.31

その他
（広報活動を含む）

22 柳川洋⼀　インストラクター　静岡県L-DMAT隊員養成研修　2019.11.2-3

その他
（広報活動を含む）

23 柳川洋⼀　ディレクター　JMECC 沼津市⽴病院　2019.11.15

その他
（広報活動を含む）

24

その他
（広報活動を含む）

25

その他
（広報活動を含む）

26

その他
（広報活動を含む）

27

その他
（広報活動を含む）

28

その他
（広報活動を含む）

29

その他
（広報活動を含む）

30

その他
（広報活動を含む）

31

その他
（広報活動を含む）

32

その他
（広報活動を含む）

33

その他
（広報活動を含む）

34

その他
（広報活動を含む）

35

その他
（広報活動を含む）

36

その他
（広報活動を含む）

37

その他
（広報活動を含む）

38

神⽥章男.　ﾎﾟｽﾀ-　⾜関節･⾜部3　座⻑　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019年6⽉28⽇-29⽇

神⽥章男.　DAAにおけるOptimysの使⽤のコツ　Anatomy Workshop in Sydney 　ｵ-ｽﾄﾗﾘｱ　2019年8⽉17⽇

最上敦彦.　講演　第12回横浜⾻折治療研究会　神奈川　2019年6⽉8⽇

神⽥章男､岩瀬秀明､⼤林治､三井和幸､武井裕輔.　災害･救急医療で使⽤可能な画期的駆⾎装置の開発-新しい駆⾎ｼｽﾃﾑのﾃﾞｻﾞｲﾝと⾄適加圧条件の検討-　第5回順天堂⼤
学静岡災害医学研究ｾﾝﾀ-ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾐ-ﾃｨﾝｸﾞ　静岡　2019年6⽉21⽇
三井和幸､武井裕輔､神⽥章男､岩瀬秀明.　患者の状態に応じた圧迫圧の調整が可能なEHDﾀ-ﾆｹｯﾄの開発　第5回順天堂⼤学静岡災害医学研究ｾﾝﾀ-ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾐ-ﾃｨﾝｸﾞ　静岡
2019年6⽉21⽇
最上敦彦.　⼤腿⾻顆部･顆上⾻折の髄内釘治療〜これまでとこれから(From the Past to the Future)　ﾇ-ﾝﾀｲﾑﾚｸﾁｬ-/ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ座⻑　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019
年6⽉28-29⽇

諸橋達.　ﾎﾟｽﾀ-　下腿　第45回⽇本⾻折治療学会　福岡　2019年6⽉28⽇-29⽇

最上敦彦.　症例検討会　ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ周辺⾻折　第8回⿊潮整形外傷ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ　講演　⾼知　2019年3⽉30⽇

最上敦彦.　OsteoporosisExpertMeeting 講演/座⻑　OsteoporosisExpertMeeting 東京　2019年6⽉6⽇7⽇

岩神真⼀郎　災害発⽣時における在宅酸素療法患者に対する酸素供給システムの構築.　⽥⽅医師会呼吸器研究会　2019年7⽉11⽇　⽥⽅医師会館

岩神真⼀郎　当院における届出⽅法の変更によるカルバペネム使⽤量抑制の試み.　 2019年度　感染防⽌対策加算1.2　合同カンファレンス　2019年9⽉20⽇　中伊⾖リハビリテー
ションセンター

岩神真⼀郎　在宅酸素療法患者を⼤規模災害から守るために.　⽥⽅医師会報　VOL. 90 P.2054 2019年10⽉1⽇

岩神真⼀郎　肺癌は治るのか︖　⻘⽊クリニック講演会　2019年10⽉29⽇　⻘⽊クリニック

岩神真⼀郎　災害発⽣時における在宅酸素療法患者に対する酸素供給システムの構築.　⽥⽅医師会呼吸器研究会　2019年11⽉14⽇　⽥⽅医師会館

岩神真⼀郎　⾝近な呼吸器の感染症〜インフルエンザ、結核、肺炎など〜. ⽥⽅⻭科医師会講演会　2019年1⽉7⽇　サンバレー冨⼠⾒



その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）

40

その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）

45

その他
（広報活動を含む）

46

その他
（広報活動を含む）

47

その他
（広報活動を含む）

48

その他
（広報活動を含む）

49 伊藤智彰.　胎児期ストレスによる成⼈期発症肺腫瘍への影響　静岡災害医学研究発表会 2019.1.17　順天堂静岡病院

その他
（広報活動を含む）

50 ⽥中顕⼀郎.　講師「乳癌の化学療法を中⼼とした治療戦略についての講演」　静岡（⼤鵬薬品沼津出張所会議室）　2019.2.1336.

その他
（広報活動を含む）

51 ⽥中顕⼀郎.　講師「乳癌化学療法外部講師勉強会」　静岡、中外製薬　三島オフィス　2019.6.5

その他
（広報活動を含む）

52 ⽥中顕⼀郎.　講師「乳癌化学療法外部講師勉強会」　静岡、中外製薬　三島オフィス　2019.6.5

その他
（広報活動を含む）

53 伊藤智彰.　講師「⾎液維持透析患者における腹部消化器外科⼿術症例の検討」　静岡、⼤鵬薬品⼯業、沼津出張所　2019.6.19

その他
（広報活動を含む）

54 ⼭本陸.　講師「消化器癌の化学療法を中⼼とした治療戦略について」　静岡、⼤鵬薬品⼯業、沼津出張所　2019.6.19

その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）

56

その他
（広報活動を含む）

57

その他
（広報活動を含む）

58 樋野興夫.（座談会）結節性硬化症を考える〜診断・治療の最前線〜。2019年3⽉13⽇、東京

松崎有修、「視器の構造」、第41回眼科コメディカル静岡県講習会、静岡市、2019年2⽉10⽇

岡崎敦　ACLSプロバイダーコース（ファシリテータ）、伊⾖の国市、2019年12⽉7,8⽇

伊藤智彰. 胎児期ストレスによる成⼈期発症疾患への 影響 ー肺腫瘍と動脈硬化ー　お茶の⽔がん学アカデミア第156回集会　順天堂本院　2019.7.24

⼟⾄⽥宏、「解剖・⽣理「眼科系」」、 消防職員専科教育救急科に係る講師, 静岡市, 静岡県消防学校, 2019年1⽉10⽇

岡崎敦　ACLSプロバイダーコース（ファシリテータ）、伊⾖の国市、2019年11⽉16,17⽇

⻑⾕川敏男.　⼀般医のための⽪膚診療湿疹・⽪膚炎群を中⼼に. ⻄東京市医師会学術講演会, ⻄東京市, 東京, 2019年7⽉16⽇

⻑⾕川敏男.　美しく健康な肌のために〜⽪膚科医にできること〜. 千葉県⽪膚科医会「⽪膚の⽇講演会」千葉県医師会医学会第20回学術集会分科会, 千葉, 2019年10⽉27⽇

岡崎敦　BLSヘルスケアープロバイダーコース（ファシリテータ）、伊⾖の国市、2019年3⽉16⽇

岡崎敦　ACLSプロバイダーコース（ファシリテータ）、伊⾖の国市、2019年6⽉15,16⽇

岡崎敦　BLSヘルスケアープロバイダーコース（ファシリテータ）、伊⾖の国市、2019年9⽉7⽇

神⽥章男.　THAｱﾌﾟﾛ-ﾁ　DAA　Hip　Symposium 福岡　2019年9⽉28⽇

最上敦彦.　ﾅｲﾄｾｯｼｮﾝ､座⻑　第24回救急整形外傷ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ　沖縄　2019年3⽉22⽇23⽇

⻑⾕川敏男.　脂肪組織由来幹細胞による難治性⽪膚疾患の治療法開発. 第23回東信地区⽪膚科形成外科懇話会, 佐久, ⻑野, 2019年5⽉11⽇



その他
（広報活動を含む）
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その他
（広報活動を含む）

60

その他
（広報活動を含む）

61

勝間⽥敏宏.　「災害⽀援ナースについて」　令和元年静岡県看護協会東部地区⽀部災害看護研修会、沼津市救急ワークステーション２０１９年８⽉３⽇

勝間⽥敏宏.　「ロジスティックの⽬線で災害看護を考える」　令和元年度災害看護⼀般研修Ⅱ、静岡県看護協会、２０１９年１０⽉１１⽇

勝間⽥敏宏.　「災害時の活動について、看護師として出来ること、出来ないこと」　第８回静岡県災害リハビリテーション研修会、静岡市レイアップ御幸町ビル、２０１９年１２⽉７⽇


